
キーワード：
Keywords:

単斜輝石細粒多結晶体の焼結
Sintering of fine-grained polycrystalline clinopyroxene
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実験室において地球内部と同じ変形メカニズムを再現するためには，実験試料の粒径の細粒化 (数µm程度) が
必要な場合がある (e.g. Karato, 2010)．このように細粒な鉱物多結晶体を得るためには，粒径・空隙率を精
密に制御できる利点から，試薬粉末を用いた合成法が有効である．しかしながら，試薬合成では天然鉱物に少
量含まれる主要元素組成や微量元素組成を再現することは難しい．そこで本研究では天然鉱物の単結晶を原料
として用い，天然鉱物の組成を反映した鉱物多結晶体を得ることに着目し，細粒かつ緻密な単斜輝石多結晶体
の焼結を試みた． 
本研究でははんれい岩・かんらん岩の主要構成鉱物の１種である単斜輝石のうち，ヘデンバージャイト
(Hed:CaFeSi2O6) 成分の異なる天然ディオプサイド単結晶 (Di97Hed3:Ca0.99Na0.01Mg0.97Fe0.03Si2O6，
Di99Hed1:Ca0.97Na0.02Al0.02Mg0.86Fe0.13Si2O6 ) 2種類と天然サーラ輝石単結晶 (Di87Hed13:Ca0.97Na0.02Mg0.86Fe0.13Al

0.02Si2O6 ) 1種類を原料として用いた．3種類の単結晶はそれぞれ微粉砕を行い，その粉末を一軸加圧成型
後，アルゴンガス雰囲気中または真空中で温度1230-1280℃，保持時間2-6時間で焼結した．得られた焼結体は
鏡面研磨後，表面組織と残留空孔の観察を走査型電子顕微鏡 (SEM) で行い，SEM像をもとに画像解析ソフトを
用いて粒径と空隙率を計算した．焼結体の同定には，X線回折分析 (XRD) ，蛍光X線分析 (XRD) およびラマン
分光分析を行った． 
得られた各焼結体の表面組織観察を行った結果，Di97Hed3焼結体は多角形状の粒子，Di99Hed1焼結体は比較的
角ばった粒子から構成される組織を示した．1230℃の焼結では，それぞれの焼結体は径2µm以下の均質な粒子か
らなり，緻密化は粒成長と共に進行し，それぞれ理論密度の98.0%および93.5%まで到達した．これに対して
1280℃の焼結では，各焼結体は粒成長が進み5µm程度の粗粒な粒子で構成され，緻密化はそれぞれ理論密度の
94.1%および90.5%以下であった．これらの結果から，各焼結体において焼成温度の上昇に伴い空隙が残留した
ままの状態で，緻密化が十分に進まずに粒成長が促進されたと考えられる．また，Di87Hed13焼結体では細粒な
粒子 (<1µm) と粗大化した粒子 (>5µm) とが混在している組織を示しており，他の焼結体と比較し緻密化はあ
まり進まなかった．本研究の結果，1280℃よりも1230℃で焼結した場合に，より緻密化が進行し細粒 (<2µm)
かつ緻密な単斜輝石多結晶体が得られることが分かった．
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